












































































　　学校林内では、89 科 403 種の維管束植物（亜
種・変種を含む）が確認された。その内訳は、シダ
植物が７科19 種、裸子植物が３科５種にとどまり、




































































































やスギ植林の中には樹高 20ｍ、胸高直径 40cm 前後
の大木が林立する美林も認められた。主に、アカマ
ツ植林は南向きの痩尾根や谷壁斜面に、スギ・カラ
マツ植林やスギ植林は沢沿い～谷壁斜面に分布して
いた。ヒノキ植林の占める面積はごくわずかで、カ
ラマツ植林は牧野跡地を囲む土塁跡に沿って列状に
植栽されていた。いずれの群落においても、植栽種
が林冠を密に覆っている林分や除伐・間伐直後の林
分では下層植生が貧弱となり、過去の施業により適
度に林冠が疎開した林分では立地に応じた自生種
（上述の二次林構成種）が生育する傾向が認められ
た。
　二次林と植林が卓越する状況は、古くから人間と
森林の結びつきが強かった北上山地南部で共通して
認められる現象で（例えば、内藤ほか、1973;高山、
1989; 菅原・内藤、1989)、学校林の植生は、その
意味では北上山地の現状を象徴しているともいえる。
しかし、植林に比べて二次林の占める面積が圧倒的
に大きく、植林の中に比較的林齢・自然度の高い、
発達した林分が存在したことは、学校林の特徴とい
えよう。また、①植生のありかたと立地や人為との
間に明瞭な対応関係が存在することが明らかになっ
たこと、および植物相の項でも述べたように、②東
日本では太平洋側で優勢となるミヤコザサが概して
顕著であったこと、③個体数は極めて少ないが、イ
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ヌブナやブナ、ミズナラ、アカマツ、ケヤキ、サワ
グルミといった極相種の大木が残存していたことも
特筆される。それは、単に植生学上の学術的重要性
にとどまらず、いわゆる‘郷土種’として、地域固
有の自然環境を保全・創出するにあたって、極めて
有用かつ貴重であるためである。
３）学校林の保全・活用に係わる提言
　　こうした植生学的な調査･解析の結果を踏　ま
えて､マスタープランの策定や教育プログラムの構
築に係わって､いくつかの施策を提示した｡本稿では､
その一例として､ゾーニング案を紹介する｡
　設定した３領域それぞれの目的と呼称は、①学校
林という‘自然の教室、自然の領域’に立ち入るこ
とを意識させ、また学習の動機づけを行う（さらに、
必要最小限の施設の建設が可能な)‘エントランス
ゾーン'、②伝統を活かした林業的施業や五感を活
かした自然体験・観察などを行う‘活用・緩衝ゾー
ン'、③保全上必要となる作業を加えるだけで、自
然の成り行きに任せ、自然体験に熟達した者が少人
数で自然観察・探求を行う‘保全ゾーン’である。
個々の領域の広がりは、図１に示すとおりである。
　もとより、学校林を活用した環境教育を展開する
にあたっては、学校林の特性を多面的に把握・評価
した上で、教育理念に照らしながら包括的・具体的
プランニングを行う必要がある。この意味で、今回
提示した施策は、これからの議論のたたき台として
位置づけられるものである。
　また、今回の調査はわずか１生育期間だけのもの
であり、まだまだ解明すべき点も多い。地域に根ず
いた継続的研究へと発展してゆくことを期待したい。
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